
ま
え
が
き

　

本
書
は
、「
照
山
も
み
じ
」
の
名
義
で
同
人
誌
『G

-W
-G

（m
inus

）』
に
掲
載
し
た
中
島
梓
及
び
「
や
お
い
／
ボ

ー
イ
ズ
・
ラ
ブ
（
Ｂ
Ｌ
）」
に
関
す
る
論
考
に
、
大
幅
な
修
正
と
加
筆
を
行
い
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
巻
末
の
初

出
一
覧
に
示
し
た
通
り
、
も
と
も
と
一
本
で
あ
っ
た
論
考
を
分
割
し
て
各
一
章
と
し
た
り
、
論
考
の
一
部
の
節
を

他
の
論
考
に
統
合
し
た
り
し
て
い
る
。
ま
た
、
章
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
る
た
め
、
節
中
の
内
容
を
一
部
削
除
し

て
い
る
。

　

本
書
の
目
的
は
、「
六
八
年
」
の
歴
史
と
「
や
お
い
／
Ｂ
Ｌ
」
の
歴
史
を
接
続
す
る
こ
と
に
あ
る
。「
六
八
年
」

と
「
や
お
い
／
Ｂ
Ｌ
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
語
ら
れ
る
場
合
が
大
半
で
あ
る
。
し
か
し
、「
や
お
い
／
Ｂ
Ｌ
」

の
出
発
点
と
な
っ
た
「
美
少
年
マ
ン
ガ
」
や
「
少
年
愛
」
小
説
を
生
み
出
し
た
作
者
た
ち
の
中
に
は
、
各
々
の
仕

方
で
「
六
八
年
」
を
通
過
し
、
そ
の
経
験
や
記
憶
を
踏
ま
え
、
自
身
の
創
作
活
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
者
も
い
た
。

「
六
八
年
」（
あ
る
い
は
「
全
共
闘
晩
期
」）
は
、
必
ず
し
も
彼
ら
に
肯
定
的
な
印
象
ば
か
り
を
も
た
ら
し
た
わ
け
で
は

な
い
。
そ
れ
で
も
、
彼
ら
は
、「
六
八
年
」
の
「
革
命
」
か
ら
受
け
た
イ
ン
パ
ク
ト
を
、
マ
ン
ガ
や
小
説
と
い
っ

た
表
現
方
法
を
通
じ
て
「
物
語
化
」（
一
）
し
よ
う
と
努
力
し
た
。
そ
の
努
力
か
ら
、「
や
お
い
／
Ｂ
Ｌ
」
は
生
み
出

さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

現
在
の
出
版
市
場
に
溢
れ
て
い
る
多
種
多
様
な
「
Ｂ
Ｌ
」
か
ら
、
こ
う
し
た
「
革
命
」
の
記
憶
を
見
出
す
の
は
、

き
わ
め
て
難
し
い
。
な
ぜ
、「
革
命
」
は
忘
却
さ
れ
た
の
か
。
本
書
は
こ
の
疑
問
に
も
、
力
の
及
ぶ
限
り
誠
実
に

取
り
組
み
た
い
。
九
〇
年
代
半
ば
以
降
に
お
け
る
「
Ｂ
Ｌ
」
市
場
の
成
立
と
そ
の
バ
ブ
ル
的
な
活
況
は
、
ま
さ
に
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出
版
資
本
に
よ
る
「
六
八
年
の
課
題
の
反
革
命
的
実
現
」（
二
）
と
い
う
べ
き
事
態
で
あ
っ
た
。「
革
命
」
は
、
資
本

主
義
に
よ
っ
て
「
実
現
」
さ
れ
た
。「
や
お
い
／
Ｂ
Ｌ
」
は
、
今
や
ひ
と
つ
の
文
化
と
な
っ
た
。
だ
が
、「
私
た
ち

は
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
？
」。
本
書
の
テ
ー
マ
は
、
常
に
こ
の
問
い
と
共
に
あ
る
。

注

（
一
）　

中
島
梓
「《
ロ
マ
ン
革
命
》
序
説
」（『
文
学
の
輪
郭
』
／
一
九
八
五
〔
昭
和
六
〇
〕
年
一
〇
月
／
講
談
社
〔
講
談
社

文
庫
〕）。

（
二
）

絓
秀
実
『
増
補　

革
命
的
な
、
あ
ま
り
に
革
命
的
な　
「
1
9
6
8
年
の
革
命
」
史
論
』（
二
〇
一
八
〔
平
成
三
〇
〕

年
五
月
／
筑
摩
書
房
〔
ち
く
ま
文
庫
〕）。
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